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積雪寒冷地における識質劣化要因の摘出
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1　は　し　が　き

積雪寒冷地である東北地域の繭質は，従来の繭検定成績

によると，生糸量歩合と解じ上率が，全国平均を下まわり

繭質改善対策についての要望が高まりつつある。そこで，

東北地域の各試験研究機朗が共同でその劣化要因を摘出し．

繭質向上技術の基礎資料を得ようとして，4～5齢期の飼

育環境と給桑量並びに庚申保護環境を変えた場合の繭糸質

に及ぼす影響を検討した。

なお．この研究は桑品種と飼育環境の影響の検討に引続

いて行ったものであり．東北各県蚕業試験場の地区協定試

験で実施したものである。

2　試　験　方　法

昭和57年春蚕期に，岩手（水沢及び一戸）．宮城，秋田，

山形及び福島の各蚕業関係試験研究場所において実施し

た。供試蚕は同「取扱い蚕種の「宝鐘×春月」を用いた。

試験区は表1のように．4～5齢期における給桑量の多

少と飼育室内環境，並びに族中期間の保謹方法を組合せた

8区を設け，蚕の成育と繭質を調査した。

各区とも．4齢起蚕の1，000頭を用いて．4～5齢改良鼠

返を用い全芽蚕箔膏を実施した。給重量の配分，飼育密度

などは各場所とも同二とした。ビニール蚊帳の大きさは5

～67が，顔器は改良族を使用し，こも抜きは上演10～20時

間後に行い，各区とも上族6日目からは同一室内に保護

した。

蓑1　実施条件

4 ～ 5 齢飼育 庚　 申　 保　 護
温湿度 給桑塁 （対100膿む 空調蚕室＊ ビニ ール蚊帳 ＊＊

25℃
70～80 ％
調 整

1滴 減量
（34．2吻目標 ）

○

○
練 準 塁

（38．0極目捷 ）
○

○

15 ・）25 ℃
な りゆ き
（無調整 ）

10 ％減量
（34．2極目棲 ）

○
○

標 準 量
（38．0吻目標 ）

○

○

注．＊25°C，70％R比，0．3～0．5m／Sを日掛こ調整

＊＊15～25℃とし湿度及び気流は無調整

3　■試　験　結　果

①1．000頭当たり4～5齢給桑量は．傍準量給桑区目

標38．0似こ比べて飼育環境調整区は44新物．無調整区は45．8

晦とそれぞれ16％，21％ずつ多かった。減量絵桑区は目標

34・2毎に比べて飼育環境調整区は40・陶．無調整区は41．＿5毎

とそれぞれ17‰2川ずつ多かった。減量給桑区は標準墨

絵桑区に比べて飼育環境調整区・無調整区とも9％減で目

標星に近かった。また，飼育環囁無調整区は調整区に比べて

標準量給桑区は4％，減量給桑区は3％それぞれ多かった。

⑧　5齢経過時間は，飼育環境調整区の標準童給桑区の

161時間，減墨絵桑区の165時間に比べ，飼育環境無調整区

の前者は53時臥　後者は51時間延長した。しかし，飼育環

境詞塾区・無調整区とも標準墨絵桑区と滅星給桑区との経
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過時間の差は少なかった○

③繭重は，飼育環境調矧頁に比べて無調整区は5～摘

重く．減量絵桑区は標準塗絵桑区に比べて3～5％軽く・族中

環境がビニール蚊帳区は空調蚕室区よりも2～5％重かった。

④繭層重は．飼育環境調整区に比べて無調整区は2～

5％重く，減量給桑区は標準量給桑区に比べて3～7％軽

く．顔中ビニール蚊帳区は空調蚕室区と同じか2％重かった。

⑤1万頭当たり普通繭収量は，飼育環境調整区に比べ

て無調整区は4～8％多く，減量絵桑区は棲準量給桑区に

比べて4～5％少なく，ビニール蚊帳区は空調蚕室区と同

じか1～5％多かった。

⑥　普通繭1吻当たり用桑量は，調整区に比べて無調整

区は同じか1～3％少なく．減量給桑区は轢準星給桑区に

比べて5～6％少なく，顔中ビニー′l威帳区は空調蚕室区

と同じか1～4％少なかった。

⑦　解じ⊥率の指数は，飼育環境調整区に比べて無調整

区は1～15％低下する反面4％向上した例もあった。減量

給桑区は標準皇紀桑区に比べて同じか・4％向上したもの・

1～5％低下したものがあった。族中ビニール蚊帳区は空

調蚕室区よりも85～126％低下した。掛こ飼育環境調整区

よりも無調整区のほうの低下度合が大きかった。

⑧生糸量歩合は．飼育環境調整区に比べて無調整区は

1～4％低下し，減量給桑区は轢準塗絵桑区に比べて1～

2％の低下と1％向上の場合があった。族中ビニール蚊帳

区は空調蚕室区よりも19～22％低下した。

4　考察及びまとめ

4～5齢の飼育環境を25℃．70～80％Rliに調整した室

内と，15～25℃でなりゆきのまま無調整の室内で・4～5

齢絵桑量の捺準量あるいは10％減量で飼育した蚕児を・上
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族後，空調蚕室（25℃，70％RH，0・3～0・5m／S）円とビ

ニール蚊帳（15～25℃，湿度・気流無調整）円で営繭中約

5日間保護し．絵桑量と飼育・族中環境が繭糸質に及ほす

影軌こついて検討を加え，次の結果を得た○

①　4～5齢飼育環境を調整して飼育した場合に比べて

無調整の場合は，5齢経過時間が約50時間（約32％）遅延

し．その結果繭重は約6％，繭層重は約3％重く，普通劇

収益は約6％増加した。鏑1吻当たり用桑量は約2％減少

し．解じ⊥率は約5％，生糸量歩合は約2％低下した。

⑧　4～5齢給桑壁の標準量給桑に比べて10％減量給桑

は，5齢経過時間が約3時間（約2％）延長し・繭重は約

4％，繭層重は約5％軽く，普通鏑収量は約4％・頗1毎

当たり用桑麹は約6％減少したが・単位給桑量当たり収鏑

割合は高かった。しかし，解じょ率及び生糸量歩合と給条

虫の多少との閑係は一定な傾向が無かった。

③　瑛中環境が空調蚕室保掛こ比べてビニール蚊帳円保

護は，繭重は約4％重く，繭層重は大差なく・普通鏑収量

は約2％多く，繭1吻当たり用桑虫は約2％減少したのみ

であったが．解じ上率は平均77％に比べて39％と極端に悪

化し，生糸量歩合も平均20・28％に比べて16・88％とかなり

低下した。

④分散分析の結果からみると，婦体重には5齢飼育温

度が大きな影響を及ぼし，また庚申環境も若干影響を及ぼ

す。繭層重には5齢給桑塁が大きな影響を及ぼし・普通繭

1吻当たり用桑量には5齢給桑量が若干影響を及ほしてい

た。しかし，1万頭当たり収繭量には，5齢飼育温度・給

桑量．庚申環境とも影響がみられず．繭糸長・繭糸壁・解

じょ率．生糸量歩合及び繊度のような操糸成熟こは簾中環

境が極めて大きな影響を及ほし・繭糸蛍は5齢給桑量も若

干影響を及ほしていた。

裏 2　 分 散 比 （ F o ）一 覧 表

　　 項 目

変 動 因
輌 体 重 繭 層 重

1 万 頭 当 た り

収　 繭 量

普 ■通 繭 1 吻

当 た り用 重 量
繭 糸 長 繭 糸 量 解 じ 上率

0 ．2 87

0 ．0 0 1

生 糸 皇

歩 合

1 0 7 8

繊 度

0 3 5 2
5 齢 飼 育 温 度 （A ）

S 齢 給 桑 量 （B ）

7 ．8 0 7 ＊＊ 1．8 6 8 1　　 3 ．4 9 6 2 ．9 9 3 0 ．0 0 7 0 ．4 4 4

6 ．4 84 ＊

16 ．2 2 6 ＊＊

0 ．0 8 4 0 ．4 3 2
2 ．6 2 3 7 ．7 7 7 ＊＊ 1．8 83 6 ．12 1 ＊ 2 ．0 13

8 2．4 4 1 ＊＊ ＊＊ 10 ．18 6 ＊＊

0 ．0 10

0 ．16 1

顔 中 環 境 （C ）　A X 8 4 99 4 ＊ 0 ．0 7 6 0 ．6 4 5 2 ．5 8 9 2 9 ．3 0 0 ＊＊ 4 3 ．2 15

0 ．0 19

0 ．0 1 6

0 ，00 1 0 ．2 1 3 　 0 ．0 0 3

1 0 ，2 27

0 ．0 0 0

0 ．3 8 8

0 ．00 6

1．3 8 2

0 ．0 5 9

0 ．5 4 9

0 ．0 2 1

0 ．6 5 2
A X C

8 × C

0 ．15 8 0 ．0 6 7

0 ．12 4 0 ．0 2 7 0 ．0 0 3 0 ．0 2 4 0 ．0 8 0 0 ．3 6 5 0 ．0 50 0 ．0 2 2　　 0 ．0 10

注 ． f ：A ： 1 ． 8 1 ， C ： 5， m ＝ 2 4 ， ＊＊ ・危 険 率 1 ％・ ＊ ・危 険 率 5 ％

このことから．繭質の劣化要因としては，庚申保護環境

が最も大きな原因を占め，特に解じょ率と生糸彙歩合のよ

ぅな繰糸成軌こ及ぼす影響が大きい。これは従来の各種報

告結果とほとんど一致している。また・4～5齢飼育中の

給桑星の10％減量は繭層に，その飼育環境の不良は嫡体に

影響がみられ，ともに繭質劣化要因の一つと考えられた。

しかし，これらの影響は．族中保護環境の温湿度や気流の

無調整の影響には遥かに及ばない。
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